
10広報みはま2025.8 月号11

申込受付期間

令和7年

8/1(金)午後5時15分まで

1次試験日程

令和7年

9/21(日)午前8時45分から

◇試験区分・採用予定人数

美浜町職員募集

そのひと漕ぎが
まちの未来を切り拓く。
共に創るまちづくり。

昭和61年4月2日以降に
生まれた方

年齢要件

※事務(高校卒業枠)は平成19年
　4月2日から平成20年4月1日
　の間に生まれた方

令和8年4月1日採用予定

募集の詳細は
こちらから 町総務課(担当：上光) 　☎32‐6700

お問い合わせ先

戸籍に記載する予定の氏名フリガナを

通知ハガキでご確認ください

法務省
ホームページ 町ホームページ

■ 通知ハガキが届いたら

※   住所が美浜町で、本籍が他市町村の方は、本籍地の市町村から
送付されます。発送時期は本籍地によって異なるため、各市町
村のホームページ等をご確認ください。

対 象 者 美浜町本籍の方(基準日：令和7年5月26日)

発送方法 通知書は圧着ハガキにより戸籍単位
で郵送し、戸籍内で同じ住所の方は
1通につき4人まで記載されます。
戸籍内で別住所の方は住所地ごとに
郵送します。

■ 届け出について

● 届け出をすることができる方
【氏の振り仮名の届】 原則として戸籍の筆頭者(筆頭者が除籍されている場合には

その配偶者、その配偶者が除籍されている場合には子)

本人(15歳未満の方は原則として親権者等の法定代理人)【名の振り仮名の届】

　令和7年5月26日に改正戸籍法が施行され、戸

籍の記載事項に氏名のフリガナが新たに追加され

ました。

　町では、戸籍に記載する予定の氏名のフリガナを、

圧着ハガキにて7月中旬から順次送付しています。

※お問い合わせ先　　　 法務省コールセンター
　　　　　　　　　町住民環境課 ( 担当 ･ 山本 )　　☎ 32-6703

☎0570-05-0310

　本籍地から、住民票に記載されているフリガナ情報等を参考に、戸籍に記

載する予定のフリガナを通知します。通知書が届いたら、記載された氏名
のフリガナ を必ず確認してください。

　特に｢ャ・ュ・ョ・ッ｣等の小文字が大文字になっている場合があります。

■  通知に記載されたフリガナが誤っている場合は、令和8年5月25日までに必ず正しいフリガナの届け出
をしてください。

　 ※令和8年5月25日までに届け出がなかった場合は、通知した氏名のフリガナを戸籍に記載します。

■   令和7年5月26日時点の戸籍情報を基に通知書を作成します。そのため、令和7年5月26日以降に出生や死亡、婚姻

等の異動があった時や住所異動した場合は、現在の情報と異なる場合があります。

■ 一度届け出たフリガナを変更する場合は、家庭裁判所の許可が必要になります。

■ 戸籍のフリガナを変更する場合、年金の受取金融機関の口座名義の変更が必要となる場合があります。

■  氏名のフリガナが誤っている場合は、届け出をしてください。その際、一般の読み方以外の氏または名の読み方を

届け出る場合には、その読み方が通用していることを証する書面として、パスポートや預貯金通帳等の提出を求め

る場合があります。

ご注意ください

住所地または本籍地の

市町村の窓口や郵送で

届け出が可能です

届け出不要

■  通知に記載されたフリガナが正しい場合は、届け出の必要はありません。届け出をしなくても、令和8
年5月26日以降に、通知に記載されたフリガナがそのまま戸籍に記載されます。

区　分 事務
( 高校卒業枠 )

事務 事務
( 移住・定住 )

土木技師 保育士

採用予定人数 2 5 1 2 3

区　分 保健師 看護師 社会福祉士且つ
精神保健福祉士 学芸員

採用予定人数 若干名 若干名 若干名 若干名

名 名 名 名 名



⾼
校
⽣
対
象｢

み
ん
な
の
部
室｣

が
６
⽉

⽇(

⼟)

か
ら
ス
タ
ー
ト
！

⾼
校
が
な
い
美
浜
町
で
も
︑｢

放
課

後
ふ
ら
っ
と
⽴
ち
寄
れ
る
場
所
が

あ
っ
た
ら
い
い
な｣

か
ら
⽣
ま
れ
た

こ
の
空
間
︒
勉
強
も
︑
お
し
ゃ
べ

り
も
︑
お
や
つ
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

︿
詳
細
は
こ
ち
ら
﹀

・
⽕
曜
⽇
︑
⼟
曜
⽇

午
後
５
時
〜
７
時

分

・
美
浜
未
来
想
作
所
ま
ほ
ら

・
町
外
の
⾼
校
⽣
も
⼤
歓
迎
！

利
⽤
は
無
料
で
す
︒
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
ね
︒和田茉莉（わだまり）

プロモーション担当。
Kaiの活動が本格化し、
さまざまなプロジェク
トが生まれています！
まほらにふらっと遊び
に来てくださいね！

⾼
校
⽣
が
地
域
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
︑
⼦
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
︑
周
囲
の
⼤
⼈
た
ち

に
も
元
気
を
届
け
て
く
れ
ま

す
︒
何
よ
り
︑
地
域
に
関
⼼
を

持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
と

て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
︒
こ

れ
か
ら
の
成
⻑
が
本
当
に
楽
し

み
で
す
︒
私
も
負
け
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
ね
！

高
校
生
が
集
い

未
来
語
る

町
で
は
︑
第
六
次
総
合
振
興
計

画
の
策
定
に
向
け
て
︑
⼦
ど
も
た

ち
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し

よ
う
と
︑
⾼
校
⽣
と
協
働
す
る
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
︒
令
和
７
年
１
⽉
に
は
⾼
校
⽣

が
企
画
し｢

⾼
校
⽣
サ
ミ
ッ
ト｣

を

開
催
︑
未
来
の
美
浜
町
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
︒
学
び
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｋ
ａ
ｉ
の
⽣
徒
た
ち
は
そ

の
後
︑
３
つ
の
課
題
に
取
り
組
む

た
め
に
チ
ー
ム
を
つ
く
り
︑
町
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
⾏
動
か
ら
学
び
を

深
め
て
い
ま
す
︒

︿
中
間
発
表
会
を
開
催
﹀

Ａ
チ
ー
ム
は
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
︑
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
若
者
の
視
点
か
ら

感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
︒

Ｂ
チ
ー
ム
は
⼦
ど
も
⾷
堂
や
放

課
後
⼦
ど
も
教
室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
︑
地
域
と
関
わ
る
体

験
を
深
め
ま
し
た
︒

Ｃ
チ
ー
ム
は
空
き
家
ツ
ア
ー
を

企
画
す
る
⽅
に
取
材
し
︑
⼈
⼝
減

少
に
ど
う
向
き
合
う
か
を
考
え
ま

し
た
︒

町
の
課
題
は｢

⾃
分
た
ち
の
未

来｣

と
つ
な
が
っ
て
い
る
︒
そ
ん

な
気
づ
き
が
⽣
ま
れ
た
時
間
に
な

り
ま
し
た
︒

vol.2

教育・まちづくりについて 感じたことを教え
てください。左記二次元コードからアンケート
にご協力をお願いいたします。
今後の参考とさせていただきます。

﹁
み
ん
な
の
部
室
﹂

〜高校生同士の交流から新たなワクワクを〜

スタディツアー
今年は美浜で開催！
県外高校生と美浜の高
校生が美浜を舞台に交
流を通して、学びを深
めます！

高校生が企画し連
携した放課後こど
も教室のスタッフ
髙木涼子さん

(佐柿)
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和7年6月18日～)

美
浜
発
電
所
3
号
機

第
28
回
定
期
検
査
の
終
了
と

　
　
　
　
本
格
運
転
開
始
に
つ
い
て

定
期
検
査
中
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
事
象
に
つ
い
て

美
浜
3
号
機
炉
内
外
核
計
装

  

照
合
校
正
誤
り
に
よ
る
運
転
上
の

制
限
の
逸
脱
と
復
帰

　

美
浜
3
号
機
は
、
令
和
7
年
3
月
2
日

か
ら
第
28
回
定
期
検
査(

※
1)

を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
5
月
21
日
に
原
子
炉
を

起
動
、
5
月
23
日
か
ら
調
整
運
転
を
行
っ

た
後
、
6
月
18
日
に
最
終
検
査
に
あ
た
る

総
合
負
荷
性
能
検
査
を
完
了
し
、
本
格
運

転
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
原
子
炉
本
体

や
原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、
放
射
線
管
理

設
備
等
の
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

主
要
な
工
事
と
し
て
、
芯
金
を
使
用
し
て

曲
げ
加
工
し
た
配
管
か
ら
芯
金
を
使
用
せ

ず
に
曲
げ
加
工
し
た
配
管
に
取
り
替
え
る

｢

1
次
系
強
加
工
曲
げ
配
管
取
替
工
事｣

が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
設
備
の
保
全
対
策
と
し
て
、
2
次
系

配
管
肉
厚
の
管
理
指
針
に
基
づ
き
、｢

2
次

系
配
管
の
点
検
お
よ
び
取
替｣

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
に
向
け
た
出
力
上

昇
中
の
5
月
26
日
午
後
9
時
頃
に
、
運
転
員

※
 1 

原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ

き
、
設
備
を
安
全
な
状
態
に
保
ち
、
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
止
し
て
安
定
し
た
運
転
を
続
け
る
た

め
、
定
期
的
に
発
電
を
停
止
し
、
検
査
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
2

原
子
力
発
電
所
の
安
全
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
機
器
の
台
数
や
原
子
炉
の
状
態
ご
と
に
順

守
す
べ
き
温
度
や
圧
力
の
制
限
を
定
め
て
い
る
も

の
。
一
時
的
に
こ
れ
を
満
足
し
て
い
な
い
状
態
が

発
生
す
る
と
、運
転
上
の
制
限
の
逸
脱
を
宣
言
し
、

予
め
定
め
ら
れ
た
時
間
内
に
措
置
を
行
う
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　　
　

入
力
デ
ー
タ
作
成
に
関
す
る
手
順

書
に
入
力
値
の
引
用
元(

炉
外
核
計
装
盤)

を
明
記
し
、
デ
ー
タ
引
用
元
を
複
数
人
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
事
象
を

題
材
と
し
て
原
子
炉
起
動
時
の
炉
心
管
理
や

炉
心
出
力
監
視
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
事
例
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

対
策

　
　
　
　

入
力
デ
ー
タ
作
成
に
関
す
る
手
順

書
に
入
力
値
の
引
用
元
が
明
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
本
来
、
炉
外
核
計
装
盤
の
値
を
引
用
す

べ
き
と
こ
ろ
を
、
定
格
熱
出
力
一
定
運
転
時

の
プ
ラ
ン
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
デ
ー
タ
を

閲
覧
す
る
端
末
か
ら
引
用
し
た
値
を
入
力
し

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
事
象
に
よ
る
他
設
備
及
び
周
辺

環
境
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

原
因

が
炉
外
核
計
装
の
指
示
値
が
原
子
炉
出
力
よ

り
10
％
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
再

校
正
を
実
施
し
ま
し
た
。
原
因
を
調
査
し
た

結
果
、
5
月
26
日
午
後
5
時
3
分
に
入
力
し

た
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
デ
ー
タ
に
誤
り

が
あ
り
、
5
月
27
日
午
前
3
時
34
分
の
再
校

正
ま
で
の
間
、
保
安
規
定
の
運
転
上
の
制
限

(

※
2)

を
逸
脱
し
た
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
再
校
正
に
よ
り
正
常
値
に
復
帰
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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Mihama　Information

〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

イ
ル
カ
の
出
没
に

　
　
　
　
　
　
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

今
年
も
水
晶
浜
海
水
浴
場
付
近
で
イ
ル

カ
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
お
と
な
し
い
生
き
物
で
す
が
、

鋭
い
歯
で
噛
ま
れ
て
出
血
し
た
り
、
海
中

に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
り
、
最
悪
の
場
合

は
生
命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
イ
ル
カ
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ル
カ
を
見
か
け
た
場
合
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
イ
ル
カ
が
現
れ
た
ら
陸
に
上
が
る

　
・
近
く
に
い
て
も
触
れ
な
い

　
・
餌
を
や
ら
な
い

　
　

町
観
光
誘
客
課(

担
当
・
野
原)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
5

問

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

下
水
道
は
、自
然
や
皆
さ
ま
の
生
活
環

境
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
公
共
の
財
産

で
す
。下
水
道
に
汚
水
を
流
す
時
に
は
、一

人
一
人
が
十
分
に
注
意
し
て
大
切
に
正
し

く
使
用
し
な
い
と
、故
障
の
原
因
と
な
っ

て
設
備
の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
為
に
も
、汚
水
升
は
定
期
的
に
点

検
し
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
台
所
で
出
る
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
等

の
生
ご
み
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
使
い
古
し
た
天
ぷ
ら
油
は
流
さ
ず
新
聞

紙
等
に
吸
い
込
ま
せ
、ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
、オ
イ
ル
等

は
、下
水
道
施
設
を
損
傷
す
る
だ
け
で

な
く
、火
災
や
爆
発
を
起
こ
す
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
は
、下

水
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
は
流
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、生

理
用
品
等
も
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
増
田)

　
　

☎
32
︲
１
３
４
１

問

8
月
か
ら
令
和
8
年
3
月
ま
で
、
は
あ

と
ぴ
あ
の
外
壁
補
修
、
屋
上
防
水
等
改
修

工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
建
物
周
辺
に
足
場
を
設
置

す
る
た
め
、
出
入
口
が
東
側(

町
道
金
安

線
側)

の
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事

音
の
発
生
や
外
壁
補
修
に
使
用
す
る
薬
剤

の
臭
い
が
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
は

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
が
、
施
設
利
用
に

つ
い
て
は
、
工
事
の
状
況
に
よ
っ
て
一
部

使
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

･

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑改修工事を行うはあとぴあ

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 危機管理対策室(担当・真田) ☎32‐6716

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

8月20日(水)

午前11時頃
屋外スピーカー

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊 急 情 報 の 伝 達 試 験 を 実 施 し ま す

< 国民保護サイレン >

｢これは、Jアラートのテストです。｣　(3回)
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※お問い合わせ先 町健康福祉課(担当・伊藤愛柚香) ☎32‐6704

安定ヨウ素剤の事前配布について
　 原 子 力 発 電 所 か ら 5km ～ 30km 圏 内

(UPZ) にお住まいの方を対象に安定ヨウ素剤

の事前配布を行っています。

■安定ヨウ素剤とは
　ヨウ化カリウムという成分名の医療用医薬
品です。放射性ヨウ素が甲状腺に取り込まれ
るのを抑え、甲状腺の内部被ばくを予防 ･ 低
減する効果があります。丸剤とゼリー剤があ
り、年齢に応じて定められた服用量をお渡し
しています。

■事前配布対象者
●  UPZ 圏内 ( 菅浜 ･ 竹波 ･ 丹生以外の地区 )

にお住まいの方のうち
　① 12 歳以下の方
　②妊婦、授乳婦の方
　③ 障がいや病気により、速やかに避難する
　　ことが困難な方
　④前述①～③の同居家族の方

■事前配布の流れ
① 町健康福祉課で申請書 ( ※ 1) を提出する
②後日、健康福祉課から必要書類が郵送される
③ 薬局へ行き、薬剤を受け取る

※ 1  申請書につきましては、町ホームページからダウンロード
いただけます。｢ 美浜町　安定ヨウ素剤 ｣ で検索

※  PAZ 圏内 ( 菅浜 ･ 竹波 ･ 丹生地区 ) にお住まいの方は既

に町から送付されております案内をご確認ください。

※ 2 ①、③については代表者による世帯全員分の申請・受け取
りが可能です。

■なぜ服用するの？
　原子力災害時の内部被ばくを防ぐためです。
大量に放出される放射性ヨウ素を呼吸や飲食
により摂取すると、甲状腺に集まり内部被ば
くを起こし、数年から数十年後に甲状腺がん
を発症するリスクが上昇するといわれていま
す。なお、安定ヨウ素剤は効果のある時間が
限られているため、避難情報等に合わせて出
ている服薬指示に即し、服用することが重要
です。

は
あ
と
ぴ
あ
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

基 本 料 金 従 量 別 料 金

水　量 サ イ ズ 料　金 水 量 区 分 1m3 につき

10m3 まで 全サイズ 700円 10m3 を超える分 70円

令和 8 年 4 月から旧簡易水道地区の水道料金が変わります

　令和８年 4 月から、旧簡易水道地区の水道料金を改定します。改定後の料金等は下記の

とおりです。( ※消費税 10% 別途必要 )

・改定前 (1 カ月につき )

・改定後 (1 カ月につき )

基 本 料 金 従 量 別 料 金

水　量 サ イ ズ 料　金 水 量 区 分 1m3 につき

10m3 まで

13 mm 1,000 円

10m3 を超え 30m3 まで

30m3 を超え 50m3 まで

50m3 を超え 100m3 まで

100m3 を超え 200m3 まで

200m3 を超える分

100円

110円

120円

130円

150円

20 mm 1,200 円

25 mm 1,400 円

40 mm 2,000 円

50 mm 4,000 円

75 mm 7,000 円

100 mm 10,000 円

・新庄区　・太田区

・山上区 ( 美し野区含む )

・佐田区　・北田区

・菅浜区　・竹波区

・丹生区

＜対象地区＞
( 旧簡易水道地区 )

※お問い合わせ先 町上下水道課(担当・宇都宮) ☎32‐1341
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※お問い合わせ先 町税務課(担当・藤田／藤村) ☎32‐6702

定額減税を補足する給付金 ( 不足額給付 ) について
　令和 6 年度に実施した ｢ 定額減税補足給付金 ( 調整給付 )｣( 以下、当初調整給付 ) において、

支給額に不足が生じる場合に追加で給付 ( 不足額給付 ) を行います。

■支給対象者
　令和 7 年度個人住民税が町で課税される方 ( 原則令和 7 年 1 月 1 日に美浜町に住民登録がある方 ) の
うち次のいずれかに該当する方
　① 当初調整給付において、令和 5 年の所得等を基に推計した ｢ 令和 6 年分推計所得税額」を用いて給

付額を算定したため、｢ 令和 6 年分所得税額 ｣ が確定したのちに、｢ 本来給付すべき額」と ｢ 実際
に給付した額 ( 調整給付 )｣ との間で差額 ( 不足 ) が生じた方

　② 次のすべての要件を満たす方
 　　・所得税、個人住民税所得割ともに非課税 ( 定額減税前税額が 0 円 )、本人として定額減税対象外
　　・税制度上、扶養親族の対象外、事業専従者、青色事業専従者、合計所得額 48 万円超の方
　　・低所得世帯向け給付の対象になっていない方

■支給手続きについて
　支給対象者と考えられる方には、8 月中旬から順次 ｢ 確認書 ｣ もしくは ｢ 申請書 ｣ が届きますので、
自身が給付条件を満たしているかどうかを確認し、必要事項を記入のうえ、同封の返信用封筒にて返送
してください。
　また、確認書等が届かない場合でも、ご自身が支給対象者に該当すると考えられる方はお問い合わせ
ください。

給付金に係る｢振り込め詐欺｣や「個人情報の搾取｣にご注意ください！
　自宅や職場等に都道府県・市区町村や国の職員等をかたる不審な電話や郵便があった場合は、お住ま
いの市区町村や最寄りの警察署か警察相談専用電話 (#9110) にご連絡ください。

※お問い合わせ先 町健康福祉課(担当・後藤) ☎32‐6704

夏季の食中毒に注意しましょう！
　夏は例年、腸管出血性大腸菌やカンピロバクター等の細菌による食中毒が多く発生しています。また、高

温多湿の条件下では、細菌が増えやすく、食中毒のリスクが高まります。食中毒の発生を防止するために、

食中毒予防の 3 原則の徹底を心がけてください。

食中毒予防の 3 原則

手指や調理器具を清潔に
　保つ

①菌を付けない
　食品を室温に放置せず、
　冷蔵庫や冷凍庫で保管する　冷蔵庫や冷凍庫で保管する

②菌を増やさない
十分に加熱調理し、調理器具は
使用後すぐに洗浄・消毒する

③菌をやっつける

募
集･

申
請
等

第38回美浜町民レガッタ
参加クルー募集！

申込締切

会 場

関電ローイングセンターみはま

( 県立久々子湖漕艇場 500 ｍ )

8月15日(金)
午後 5 時まで

※お問い合わせ先　　美浜町民レガッタ実行委員会事務局 (町教育総務課 ローイングの町美浜推進室) 
　　　　　　　　　　(担当･今安沙都子)　 ☎32‐6709

種目 ( 男 ･ 女区分 ) 漕手の参加基準

一般

ガッツマンの部 ( 男子 ) 160 歳未満

ジェントルマンの部 ( 男子 ) 160 歳以上

シニアの部 ( 男子 ) 180 歳以上

スーパーシニアの部 ( 男子 ) 200 歳以上

レディーの部 ( 女子 ) 160 歳未満

マダムの部 ( 女子 ) 160 歳以上

ミックスの部 ( 男女混成 ) 男 2 人以内
年齢制限なし

小学生の部 ( 区分なし ) 小学生で 4 年生以上のみ
男女問わない

中学生の部 ( 区分なし ) 中学生のみ
男女問わない

交流

交流男子の部 ( 男子 ) 年齢 18 歳以上　町内居住、
勤務・在学者 2 人まで

交流女子の部 ( 女子 ) 年齢 18 歳以上　町内居住、
勤務・在学者 2 人まで

交流議会議員の部 ( 区分なし ) 町内外の議会議員で構成

■ 部 門

■ 参加資格

・一般部門　 クルー全員が町内に居住または

勤務、在学されている方

・交流部門 　 18 歳以上 ( 町内に居住または勤

務、在学されている方は2人まで)

■ クルー構成

　1 クルーは監督 1 名、選手 7 人以内の登録。

　漕手は、経験者 1 名以内。

■ 参加料 (1クルー当たり )

・一般部門　5,000 円

　（小学生の部 ･ 中学生の部は無料）

・交流部門　6,000 円

■ 初心者ボート講習会

　9 月 7 日 ( 日 ) に、乗艇中の事故等を防止

するため、講習会を開催します。｢ 初参加の

クルー ｣ や ｢ 自信のないクルー ｣ のコックス

及び漕手 1 人以上は、講習会を必ず受講し

てください。講習会を受講しない初参加ク

ルーは、大会に参加できません。

10 月 19 日 ( 日 )

■ 申し込み

　参加申込書の様式は、町ホームページからダウンロードできます。 ホームページ
はこちらから

開催日
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町
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町
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仕
事
の
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や
魅
力
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だ
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と
を
目
的
に
、
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タ
ー
ン

シ
ッ
プ
生
を
募
集
し
ま
す
。

●

受
入
期
間

　

随
時(

令
和
8
年
3
月
14
日
ま
で)

●

期
　
間

5
日
~
最
大
1
カ
月
程
度

●

対
　
象

①
嶺
南
在
住
ま
た
は
嶺
南
出
身
の
大
学

院
・
大
学
・
専
門
学
校
・
高
専
等
に

在
学
中
の
学
生

②
①
以
外
で
美
浜
町
へ
の
就
職
を
希
望

し
て
い
る
大
学
院
・
大
学
・
専
門
学

校
・
高
専
等
に
在
学
中
の
学
生

●

時
　
給

　

１
,
１
２
７
円(

別
途
交
通
費
支
給)

　

遠
方
か
ら
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に

は
、宿
泊
施
設
を
準
備
し
ま
す
。制
度
の
詳

細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

申
　
込

　

申
込
書
を
町
総
務
課
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。(

希
望
期
間
開
始
日
の
2
カ
月

前
ま
で)

※
日
数
や
時
間
帯
等
は
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■ 規定が変わります

　今大会から、町民レガッタの参加クルーの増加及び競技力向上を図るため、クルー編成の規定が

変更となりました。変更内容は下記のとおりです。

〇変更内容
・ 経験者とみなされる対象は、日本ローイング協会に選手登録をされたことがある人 ( 高校・大学・

社会人 (59 歳以下まで ) でボート部に所属し、1 度でも大会に出場したことがある選手 )
※中学生の選手登録及び 60 歳以上の方は、経験者とみなされません。

・ 令和 7 年 9 月開催の第 34 回全国市町村交流レガッタ豊岡大会以降、同部門への同一メンバーの
出場は、連続 2 大会まで可能となりました。


